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交感神経活動の冗進は本態性高血圧のみならず，胃疾患や肥満，睡眠時無呼

吸症候群などに伴う高血圧あるいは白衣高血圧においても重要な役割を果た

している．脳卒中や急性心筋梗塞などの心血管イベントは早朝から正午にか

けて午前中に好発し，早朝覚醒時における交感神経系の急速な賦活化の関与

が示唆されている．交感神経活動の冗進は，まず昇圧系として，さらに血小

板凝集能の冗進や脂質代謝異常，インスリン抵抗性増大などを介して動脈硬

化や標的臓器障害をもたらす．交感神経活性のコントロールとしては心理社

会的ストレスの管理のほか，β遮断薬をはじめとする薬物療法が心血管イベ

ン卜発症予防に有効である．

匙 じめに
交感神経系は中枢神経に端を発し身体の隅々にまで分

布し，心拍出量，血流，代謝などに重要な役割を果たし

ている．高血圧の成因は多岐にわたるが，本態性高血圧

に関しても，とくにその発症初期には交感神経活動の冗

進が病態形成に深く関与することが示唆されている．さ

らに，腎疾患や肥満，睡眠時無呼吸症候群などに伴う高

血圧あるいは白衣高血圧においても交感神経系の重要な

役割が示されている．本稿では，交感神経活性がどのよ

うな機序で危険因子として作用するかについて述べ，心

血管イベント発症予防における，交感神経活性コント

ロールの意義について解説する．
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1１－１ 、危険因子としての交感神経活性
１）心血管イベントと交感神経活性

脳卒中や急性心筋梗塞などの心血管イベントは’早朝

から正午にかけて午前中に好発することが多くの疫学的

研究により明らかにされている．そして’これら心血管

イベントの発症と早朝高血圧，とくに早朝の顕著な血圧

上昇(モーニングサージ)との密接な関連が示されてい

る')．早朝覚醒時には交感神経系の急速な賦活化が生じ，

心拍数・心拍出量増大と末梢血管抵抗の増大を介して血

圧が急上昇する．とくに高齢者や高血圧患者では圧受容

体反射の障害が，著明なモーニングサージの原因となっ

ている可能性がある．早朝血圧上昇は，この時間帯にお

ける血小板凝集能や凝固能充進，線溶活性低下などと相

まって心血管イベントの好発に大きく寄与すると推測さ

れている．われわれ2)は早朝におけるリポ蛋白（a）と凝

固系の賦活化が心筋梗塞の発症に密接に関与しているこ

とを明らかにしたモーニングサージは’血圧反応性冗

進の表現形の一つで，その反応‘性には交感神経活性の冗

進が関連していることが推測されている3)．
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